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第
四
章

認
定
区
域
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
対
す
る
規
制
の
特
例
措
置
等

（
旅
館
業
法
の
特
例
）

第
十
三
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
特
別

区
域
外
国
人
滞
在
施
設
経
営
事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
、
外
国
人
旅
客
の
滞
在
に
適
し
た
施
設
を
賃
貸

借
契
約
及
び
こ
れ
に
付
随
す
る
契
約
に
基
づ
き
一
定
期
間
以
上
使
用
さ
せ
る
と
と
も
に
当
該
施
設
の
使
用
方
法
に
関

す
る
外
国
語
を
用
い
た
案
内
そ
の
他
の
外
国
人
旅
客
の
滞
在
に
必
要
な
役
務
を
提
供
す
る
事
業
（
そ
の
一
部
が
旅
館

業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
館
業
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）と

し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
一
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
定
め

た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
第
八
条
第
七
項
の
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
（
第
九
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
以

下
こ
の
項
及
び
第
九
項
第
二
号
に
お
い
て
「
内
閣
総
理
大
臣
認
定
」
と
い
う
。）を
申
請
し
、
そ
の
内
閣
総
理
大
臣
認

定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
内
閣
総
理
大
臣
認
定
の
日
以
後
は
、
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
外
国
人
滞
在
施
設
経
営

事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
行
お
う
と
す
る
事
業
が
当
該
政
令

で
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
市
長

又
は
区
長
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
認
定
」
と
い
う
。）を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

特
定
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
添
付
書
類
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

そ
の
行
お
う
と
す
る
事
業
の
内
容

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

３

都
道
府
県
知
事
は
、
特
定
認
定
の
申
請
に
係
る
事
業
が
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と

き
は
、
特
定
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

４

特
定
認
定
（
次
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た
者
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
認
定
事
業
者
」
と
い
う
。）が
行
う
当
該
特
定
認
定
を
受
け
た
事
業
（
第
八
項
及
び
第
九
項
第
三
号

に
お
い
て
「
認
定
事
業
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
旅
館
業
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

５

認
定
事
業
者
は
、
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
変
更
が
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７

認
定
事
業
者
は
、
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
又
は
第
五
項
た
だ
し
書
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
軽

微
な
変
更
を
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
条
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
認
定
事
業
者
に
対
し
、
認
定
事
業
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

９

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
特
定
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
区
域
計
画
の
変
更
（
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し

て
国
家
戦
略
特
別
区
域
外
国
人
滞
在
施
設
経
営
事
業
を
定
め
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
に
限
る
。）の
認
定
が
あ
っ
た

と
き
。

二

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
区
域
計
画
（
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
国

家
戦
略
特
別
区
域
外
国
人
滞
在
施
設
経
営
事
業
を
定
め
た
も
の
に
限
る
。）の
内
閣
総
理
大
臣
認
定
が
取
り
消
さ
れ

た
と
き
。

三

認
定
事
業
者
が
行
う
認
定
事
業
が
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
。

四

認
定
事
業
者
が
不
正
の
手
段
に
よ
り
特
定
認
定
を
受
け
た
と
き
。

五

認
定
事
業
者
が
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

六

認
定
事
業
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

（
医
療
法
の
特
例
）

第
十
四
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
特
別

区
域
高
度
医
療
提
供
事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
、
世
界
最
高
水
準
の
高
度
の
医
療
で
あ
っ
て
、
国
内
に

お
い
て
そ
の
普
及
が
十
分
で
な
い
も
の
を
提
供
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
二
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認

定
の
日
以
後
は
、
都
道
府
県
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
十
三
項
の
規
定

に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
が
公
示
さ
れ
た
後
に
、
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
高

度
医
療
提
供
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
者
か
ら
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
高
度
医
療

提
供
事
業
に
係
る
必
要
な
病
床
を
含
む
病
院
の
開
設
の
許
可
の
申
請
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
申
請
に
係
る
当
該
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
同
条
第
二
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
基
準

病
床
数
に
次
項
の
病
床
数
を
加
え
て
得
た
数
を
、
当
該
基
準
病
床
数
と
み
な
し
て
、
当
該
申
請
に
対
す
る
許
可
に
係

る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
区
域
計
画
に
は
、
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
高
度
医
療
提
供

事
業
に
係
る
必
要
な
病
床
の
病
床
数
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
建
築
基
準
法
の
特
例
）

第
十
五
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
建
築

物
整
備
事
業
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
で

同
法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
戦
略
特
別
区

域
内
の
特
別
用
途
地
区
（
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
特
別
用

途
地
区
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）内
に
お
い
て
、
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の

拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な
建
築
物
の
整
備
を
促
進
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
三
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き

は
、
当
該
認
定
の
日
に
お
い
て
、
当
該
国
家
戦
略
建
築
物
整
備
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら

れ
た
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
建
築
基
準
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
承
認
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

前
項
の
区
域
計
画
に
は
、
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
、
国
家
戦
略
建
築
物
整
備
事
業
に
係
る

特
別
用
途
地
区
に
つ
い
て
建
築
基
準
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
で
定
め
よ
う
と
す
る
同
法
第
四

十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
制
限
の
緩
和
の
内
容
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦
略
住
宅

整
備
事
業
（
建
築
基
準
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
戦
略
特
別
区

域
内
に
お
い
て
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な
住
宅

の
整
備
を
促
進
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
四
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ

い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
そ
の
全
部
又

は
一
部
を
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、そ
の
全
部
を
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
次
項
第
二
号
の
数
値
を
、

そ
の
一
部
を
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
項
第
三
号
の
算
出
方
法
に

よ
り
算
出
し
た
数
値
を
同
法
第
五
十
二
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
定
め
る
数
値
と
み
な
し
て
、
同
項
及
び
同

条
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
建
築
物
が
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
物

の
延
べ
面
積
の
算
定
に
当
た
り
そ
の
床
面
積
が
当
該
建
築
物
の
延
べ
面
積
に
算
入
さ
れ
な
い
部
分
を
有
す
る
と
き

は
、
当
該
部
分
の
床
面
積
を
含
む
当
該
建
築
物
の
容
積
率
（
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
い
う
。
次
項

及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
次
項
第
二
号
の
数
値
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
次
項
第
一
号
の
区
域
内
に
あ
る
こ
と
。

二

そ
の
敷
地
内
に
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
次
項
第
四
号
の
要
件
に
該
当
す
る
空
地
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の

敷
地
面
積
が
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
項
第
五
号
の
規
模
以
上
で
あ
る
こ
と
。

２

前
項
の
区
域
計
画
に
は
、
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
、
国
家
戦
略
住
宅
整
備
事
業
に
係
る
次

に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

国
家
戦
略
住
宅
整
備
事
業
を
実
施
す
る
区
域

二

そ
の
全
部
を
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
の
数
値
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